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第 26回 日本赤十字社診療放射線技師会 北海道ブロック研修会報告 
                     釧路赤十字病院   工藤 武志 
 第 26回北海道地区会総会並びに研修会が平成 28年 10月 1日（土）～2日（日）の日程で、日本赤
十字社北海道支部奉仕団活動室で開催されました。台風 10号の被害から 1カ月以上たち、まだ鉄道や
国道が復旧されず被害が癒えていない地域から研修会に参加され総勢 25名（9施設）の参加がありま
した。 
1日目の研修会の内容は「会員研究発表 6題」・「日本赤十字社診療放射線技師会 総会報告」特別
講演として日本赤十字社診療放射線技師会 清水会長（深谷赤十字病院）をお招きし「日本赤十字社診
療放射線技師会の活動を未来に繋ぐ」と題して技師会の活動内容や雑談を交えながら講演をして頂きま
した。また、総会後に情報交換会を行い膝を交えて研修会等で聞けなかった事や趣味等の話をし、和気
あいあいと楽しい時を過ごしました。 
2日目は各施設から「被ばく低減に関する各施設の取り組みの状況報告」の発表がありました。また
特別講演として「医療被ばく低減施設の認定取得について」と題して旭川赤十字病院 医療技術部 放
射線科 副技師長 東堂 剛三さんに講演をして頂き、2日間の研修会が無事に終わりました。 
清水会長にはお忙しい中、北海道まで来て講演をして頂きありがとうございました。 
旭川赤十字病院 
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日本赤十字社診療放射線技師会 北海道地区会 
第 26回総会並びに研修会 日程表 
開催日時 ： 平成 28年 10月 1日（土）12：30～平成 28年 10月 2日（日）12：00 
開催場所 ： 日本赤十字社 北海道支部奉仕団活動室 
第 1日目 平成 28年 10月 1日（土曜日） 
 12：30～13：00  受付・参加登録 
13：00～14：30  会員研究発表   
                【座長】釧路赤十字病院 熊谷 敬広 
  1.Virtual Grid 撮影距離修正は必要か? 簡易視覚評価で検討してみた 
伊達赤十字病院 ○中村 貴彦、山内 修司、吉永 圭佑 
    2.グースマン撮影法の変更による経験 
      釧路赤十字病院  太田 慎二 
  3.マンモグラフィ装置の撮影条件と平均乳腺線量（AGD）の検討 
     旭川赤十字病院 ○千葉 早也加、福屋 香菜子 
                                瀬川 千晴、増田 安彦 
  4.リニアックの吸収線量測定に必要な補正係数測定法について 
    北見赤十字病院 ○秋田 尚久、干川 隆幸、福島 理夫 
  5.当院における PACS障害対策マニュアルの作成と運用 
北見赤十字病院 ○垂水 昌子、中島 勲 
  6.災害救護訓練と災害救護 
                                  浦河赤十字病院 ○本間 暁大、石川 辰美、木村 真 
藤村 仁、天戸 康博、三浦 康成 
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14：40～15：40 特別講演 
【座長】浦河赤十字病院 三浦 康成 
  「日本赤十字社診療放射線技師会の活動を未来に繋ぐ」 
      日本赤十字社診療放射線技師会 会長 
深谷赤十字病院 清水 文孝 
 15：50～16：20 全国総会報告 
【座長】北見赤十字病院 中島 勲 
16：50～17：50 北海道地区会 総会 
     浦河赤十字病院 天戸 康博 
 18：30～     情報交換会 
 
 
 
 
 
 
清水会長              旭川赤十字病院 東堂副技師長 
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第 2日目 平成 28年 10月 2日（日曜日） 
9：10～9：30  受付 
9：30～11：00 
 「被ばく低減に関する各施設の取り組みの状況報告」各施設発表 
【座長】釧路赤十字病院 多津美 敦 
  11：10～11：40  
特別講演 
【座長】釧路赤十字病院 工藤 武志 
「医療被ばく低減施設の認定取得について」 
旭川赤十字病院 東堂 剛三 
   ～12：00 閉会 
 
 
            
